
平成28年度在学者用　奨学金案内（大学等）

大学・短期大学・専修学校専門課程に在学中の

在学在学在学在学奨学金
制度って？

返還は
どうなるの？

申込時期は
いつ？

第 一 種 奨 学 金
〔定期採用・緊急採用〕

（所得連動返還型無利子奨学金を含む）

第 二 種 奨 学 金
入学時特別増額貸与奨学金

〔定期採用・応急採用〕

（平成28年4月1日）



◆ 　「スカラネット入力下書き用紙」は18～19ページの間に挟み込んでいます。

※「緊急採用（無利子）」、
　「応急採用（有利子）」は
随時申込みができます。

【申込情報の保護について】

奨学金申込みから採用後までの流れ



日本学生支援機構の奨学金制度
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Ⅰ．奨学金を希望する皆さんへ

機構の奨学金 貸与 返還の義務
必ず返還

予約採用………進学する前に貸与を申し込みます。
在学採用………進学後に貸与を申し込みます。

この冊子では、在学採用について説明します。

1．第一種奨学金
2．第二種奨学金
3．入学時特別増額貸与奨学金

⑴ あなた自身が「借りる」

⑵

⑶ 返還
義務も本人にあります

⑷

⑸　

3

第1部

平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）



Ⅱ．予約奨学金の募集要項
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4 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

Ⅱ．奨学金の概要

（注 1）

（注 2）

（注 3）

ただし、
平成28年度入学者は、入学月
までしかさかのぼることができ
ません。

（注 4）

奨学金の種類

（1）採用の種類

　①定期採用
毎年4月

　②緊急採用・応急採用

家計が急変し

随時募集を行っています 家計が急変してから12
か月以内に申し込む必要があります

（2）貸与期間

1



Ⅱ．予約奨学金の募集要項Ⅱ．奨学金の概要
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5平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

（学生
本人名義に限る）

貸与金額
（1）貸与金額

①　第一種奨学金

②　第二種奨学金

③　入学時特別増額貸与奨学金（一時金）

2

重要
　　　　　　　　　　入学時特別増額貸与奨学金の対象者は、
　　　　　　　　　　「国の教育ローン」を利用できない人です。



Ⅱ．奨学金の概要
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6 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

（2）貸与金額の選択

保証制度

4

利率の算定方法

個人信用情報機関への登録

7

【重要】
（1）外国籍の方へ（在留資格の確認について）

（2）過去に機構の奨学金を受けたことがある方へ

3

4

5

6

家族滞在



募集要項等
Ｉ．申込みにあたって
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7平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

第2部

申込資格

申込基準
（1）学力基準

1

2

この冊子では、在学採用について説明します。

人物・
健康・学力・家計

基準を
満たしていても、予算の関係で
採用されない場合があります。

募集時期

申込資格

6

申込基準
（1）学力基準

1

2

3

この冊子では、定期採用を中心に説明します。

～

（注 1）

（注２）

（2）家計基準



Ⅱ．予約奨学金の募集要項Ｉ．申込みにあたって
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8 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

　　　保証制度の選択

（1）人的保証制度

● 連帯保証人

●保証人

（2）機関保証制度（30ページ（第４部 関係資料 資料5）参照）

資料5

（3）保証制度の選択

人的保証を選択した場合は、採用時に提出しなければならない書類（「返還誓約書」）に連
帯保証人及び保証人が自署・押印（実印）し、印鑑登録証明書等を添付しなければなりませ

4

（注１）

（注 2）

～



Ⅱ．予約奨学金の募集要項Ｉ．申込みにあたって
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9平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

ん。この段階になって連帯保証人等から断られることのないように、申込みの時点から依頼
する予定の人によく説明をして承諾を得ておいてください。
　なお、返還誓約書を提出しない場合は、採用が取り消されます（13ページ参照）。

　　  機関保証制度について
（1）機関保証と返還

（2）保証の範囲と保証の期間

（3）保証料

（4）保証料の返戻

（5）保証機関（協会）による保証債務の履行（代位弁済）

5

　　　　　　　　　　機関保証から人的保証への変更はできません。重要



Ⅱ．予約奨学金の募集要項Ｉ．申込みにあたって
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10 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

利率の算定方法の選択

個人信用情報機関の利用と登録等についての同意

個人信用情報機関とは…

6

7

日本国際教育支援協会

日本学生支援機構

全国銀行個人信用
情報センター
　　[銀行系 ]

学校
奨学生
（返還者）

【個人信用情報機関への登録の流れ】

１．申込み～採用決定、振込み

２．返還開始～延滞発生

３．返還者（個人信用情報機関に延滞者として登録中）がクレジット
カードの利用申請～契約不可

４．機関保証制度加入者の例（代位弁済実行～代位弁済実行後完済）

５．人的保証制度加入者の例



Ⅱ．貸与を受けている間の注意事項

Ⅲ．貸与終了後の返還
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11平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

　　  返還方法の概略

3

　　  貸与終了時の手続き

　　  減額返還及び返還期限の猶予

　　  返還の延滞と延滞金

2

　期限の利益とは…

1

2

3

4



申込手順等
Ｉ．申込手順
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12 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

第3部

～

□確認書兼同意書
□スカラネット入力下書き用紙
□ 収入に関する証明書類
□ 特別控除の証明書類（該当者のみ）
□その他学校が指定する書類

～

−

　　　　　　　　　　個人番号（マイナンバー）について

提出しないでください。

重要



Ⅱ．採用時の手続き
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13平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

採用決定

「奨学生証」・「返還誓約書」等の交付

「返還誓約書」の提出

（1）割賦方法の選択

（2）人的保証制度を選んだ人

（3）機関保証制度を選んだ人

（注1）

（注2）

1

2

3

　　　　　　　　　　個人番号（マイナンバー）について

個人番号（マイ
ナンバー）が記載されていないもの

重要



Ⅱ．予約奨学金の募集要項Ⅲ．提出書類
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14 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

確認書兼個人信用情報の取扱いに関する同意書（確認書兼同意書）

収入に関する証明書類
（1）証明書類が必要となる対象者

例 1

例 2

例 3

例 4

例 5

例 6

例 7

例 8

1

2



Ⅱ．予約奨学金の募集要項Ⅲ．提出書類
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15平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

（2）現在の就業状況に応じた提出書類
「申込日現在における家計の収入状況が一年間続いた場合の金額」を証明する証明書類の提出が必要です。
申込日現在の状況で該当する項目を、以下のＡ～Ｄの中から選択し、必要な書類を確認してください。

　　　
　　　Ａ  「申込日時点で働いている場合」                                     Ｃ  「全ての家計支持者が無職・無収入の場合」
　　　Ｂ  「申込日時点で無職の場合（専業主婦（夫）を含む）」         Ｄ  「特別な事例の場合」

※ 証明書類の詳細については、【参照】の番号により「（3）収入に関する証明書類の提出一覧」（16ページ～18ページ）の該当す
る箇所を確認してください。

平成27年１月２日以降に、状況
の変化がない場合

申込日時点で働いている場合（給与所得者や個人事業主等）

平成27年１月２日以降に、就職・転職・
開業等による状況の変化があった場合

給与所得者　→【表①上段 参照】
個人事業主等→【表②上段 参照】

あわせて下記の収入がある場合は、該当する収入の証明書類を全てご提出ください。
１　複数ある場合は、該当する全ての証明書類が必要です。
２　申込時点で受給が終了しているものに関する証明書類は不要です。
３　申込時点で受給している金額から年額を推計し、給与所得に合算してください。
　　受給額が記載された証明書類が必要です。

給与所得者の場合

【表①下段 参照】

個人事業主等の場合

【表②下段 参照】

「傷病手当金」

【表④ 参照】

「年金（遺族、障害年金等）」

【表⑥ 参照】

「生活保護」

【表⑦ 参照】

「援助金、慰謝料（養育費）」

【表⑧ 参照】

「各種手当（児童手当、
児童扶養手当等）」

【表⑨ 参照】

A

申込日時点で無職の場合　（専業主婦(夫)を含む）

全ての家計支持者が無職・無収入の場合

特別な事例の場合

下記の収入がある場合
（複数ある場合、該当する全て

の証明書類が必要）

全ての家計支持者に、
一切の収入がなく、
預・貯金を切り崩して
生活している場合

（父母ともに無職・無収入）

【表⑩ 参照】

※海外勤務のために
源泉徴収票等が提
出できない場合
　 　【表③ 参照】

※施設在籍者の場合
　　 【表⑬ 参照】

※里親に養育されて
いる場合
　　 【表⑭ 参照】

平成27年１月1日
以前から、

無職・無収入の場合

平成27年
１月2日以降に、
無職・無収入と
なった場合

【表⑪ 参照】 【表⑫ 参照】
「傷病手当金」

【表④ 参照】

「雇用保険」

【表⑤ 参照】

「年金（遺族、障害年金等）」

【表⑥ 参照】

「援助金、慰謝料（養育費）」

【表⑧ 参照】

「各種手当（児童手当、児童
扶養手当等）」

【表⑨ 参照】

「生活保護」

【表⑦ 参照】

B

C

D



Ⅱ．予約奨学金の募集要項Ⅲ．提出書類
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16 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

（3）収入に関する証明書類の提出一覧

源泉徴収票のコピー

年収見込証明書 新勤務
先の直近3か月以上の給与明細のコピー

税務署の受付印のある確定申告書（第一表と第二
表）（控）のコピー 受付印のある市（区・町・
村）民税・県（都道府）民税申告書（控）のコピ
ー

直近3か月以上の帳簿等のコピー

会社の給与支払明細書 ～

昨年1年間の年収証明書

傷病手当金通知書のコピー



Ⅱ．予約奨学金の募集要項Ⅲ．提出書類
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17平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

雇用保険受給資格者証のコピー

年金振込通知書のコピー 年金額改定通知
書のコピー

生活保護決定（変更）通知書のコピー

援助の年額の証明

通知書のコピー

生活費の出し入れに使用している預貯金通帳（口
座名義人と直近3か月分程度の記帳の部分）のコ
ピー

収入に関する事情書

所得金額０円と記載のある所得証明書
所得金額0円と記載のある非課税証明書のコピー

所得金額０円と記載のある所得証明書 所得
金額0円と記載のある非課税証明書のコピー

収入に関する事情書

施設在籍証明書

児童（里親）委託証明書

（注1）～ （注8）は、次の18ページに記載していますので、あわせてご覧ください。
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18 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

証明書類として認められません。

その他
（1）特別控除に関する証明書類（コピー可）

（2）その他学校が指定する書類

3



Ⅳ．収入に関する「スカラネット入力下書き用紙」の記入要領

8

金額は1万円未満を切り捨てします。

源泉徴収票を用いる場合

（1）必要な数字は「支払金額」

（2）「支払金額」の記入先
8

　　

受付できません。

1

27

東京都新宿区市谷本村町 99-9　

給与・賞与 8, 309, 654 6, 278, 688 3, 072, 448 320, 600

奨学   一郎
ショウガク 　　 イチロウ

○○○○○1

27

（妻）春子　（長男）太郎　（二男）次郎（長女）花子

45 10 19

899, 448 50, 000 0003,3＊

830

◆平成27年分源泉徴収票の例

　◆「スカラネット入力下書き用紙」（抜粋）8ページ　I－あなたの家族情報

27

27 10 1○

☆源泉徴収票
　提出時の注意！☆
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19平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）



Ⅳ．収入に関する「スカラネット入力下書き用紙」の記入要領

所得税の確定申告書を用いる場合
税務署の受付印

（1）必要な「収入金額等」の数字
㋐ ㋔ ㋗
㋕ ㋖

㋘ ㋚
㋐ ㋒
㋕ ㋖

（2）必要な「所得金額」の数字

（3）「収入金額等」、「所得金額」の記入先

8

◆平成 27年分確定申告書Bの例

378
897
148

所得の内訳（源泉徴収税額）

事業専従者に関する事項

特例適用条文等

雑所得（公的年金等以外）、総合課税の配当所得・譲渡所得、一時所得に関する事項

円 円

所得の種類

氏 名

続柄 従事月数・程度
仕 事 の 内 容

明・大
昭・平

明・大

種 目 ・ 所 得 の
生 ず る 場 所

生年月日

氏 名

所得の種類 収入金額 差引金額必要経費等

収入金額 源泉徴収税額

源泉徴収税額の合計額
円

円円円

種目・所得の生ずる場所又は
給与などの支払者の氏名・名称

住       所
屋  号

氏  名
フリ   ガナ

申
告
書
は

二
枚
目
が
控
用
（
複
写
式
）と
な

て
い
ま
す

※
平
成
二
十
二
年
分
以
降
用
の
申
告
書
か
ら

こ
れ
ま
で
二
枚
目
に
あ

た
住
民
税
用
が
な
く

損害金額

一般の保険料の計 地震保険料の計

旧長期損害保険料の計

寄 附 金
震災関連寄附金

寄 附 先 の
所在地・名称

個人年金保険料の計

寡婦（寡夫）控除 勤労学生控除

死 別

配 偶 者 の 氏 名 生 年 月 日

生 年 月 日控除対象扶養親族の氏名 続 柄

離 婚
生 死 不 明 学校名

未  帰  還

氏 名

合    計 合   計

社会保険の種類 支 払 保 険 料 掛金の種類

保険金などで

金    額

保険金などで

差引損失額の
うち災害関連
支出の金額

円

円

円

円

円

明・大
昭・平

明・大
昭・平

明・大
昭・平

明・大
昭・平

扶養控除額の合計

雑
損
控
除

社
会
保
険
料
控
除

配
偶
者（
特
別
）控
除
・
扶
養
控
除

支払医療費控
 
除

医
療
費

控
 
除

障
害
者

控
 
除

寄
附
金

料

控

除

生
命
保
険

料

控

除

地
震
保
険

等

掛

金

控

除

小

規

模

企

業

共

済

本
人
該
当
事
項

○
～
○

１２ １３

１５

１１

１４

１６

２０

１８

１９

２１

２３４２

２３

税務署長
年 月 日 平成 年分の所得税の 申告書Ｂ

住 所

又 は
事業所
事務所
居所など（ ）

平成 年
１月１日
の 住 所

フリガナ

氏 名

性別

男 女

職業 屋号・雅号 世帯主の氏名 世帯主との続柄

生年
月日

電話
番号

自宅・勤務先・携帯

種類 特農の
表 示 番 号 一連

番号（単位は円）

営 業 等

農 業

不 動 産

利 子

配 当

給 与

公的年金等

そ の 他

短 期

長 期

一 時

営 業 等

農 業

不 動 産

利 子

配 当

給 与

雑

総 合 譲 渡 ・ 一 時

合 計

雑 損 控 除

第
一
表
○
こ
の
用
紙

収
 
入
 
金
 
額
 
等

税

 

金

 

の

 

計

 

算

そ

の

所

得

金

額

総
合
譲
渡

事
 
業

事
 
業

雑

区 

分

区 

分

区 

分

区 

分

配偶者の合計所得金額

専従者給与（控除）額の合計額

青色申告特別控除額

雑所得・一時所得等の
源泉徴収税額の合計額

未納付の源泉徴収税額

本年分で差し引く繰越損失額

電子証明書等特別控除
差 引 所 得 税 額

災害減免額、外国税額控除

源 泉 徴 収 税 額

申 告 納 税 額

予 定 納 税 額
第１期分・第２期分

第３期分
の 税 額

納める税金

還付される税金

又 は 第 三 表 の

課税される所得金額

上の に対する税額

配 当 控 除

特 定 増 改 築 等 ）
住宅借入金等特別控除

政党等寄附金等特別控除

住宅耐震改修特別控除
住宅特定改修･認定長期優良
住宅新築等特別税額控除

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

２６

２７

２８

２９

３０

３８

３９

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

３１

３４

３５

３７

４０

４１

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３２

３３ ３４ ３５ ３６ ３７ ３８

４０ ４１ ４２３９

４３ ４４

２６

９ ５２ 又は第三表

８４
２６

×／ケ コ サ○＋（○＋○） １
２

青 色 分離 損失 修正 特農

納 管

事 績

事 業

住 民

資 産

総 合

分 離

検 算

別

女

職業

生年
月

分 離分離 損失損失 修修

男

イチロイチ

額
・第２期分

第３期分
の 税

納

４４

事 業

額
２期分

分
税 額

納

４３

額
・第２期

第３期

額
・第２期分

第３期分
の 税

納

４４

事

8

奨学　 一郎
ショウカ゛ク　イチロウ

北
28 3 1 2 7

3 4 5 0 2 0 2 055 000 0000

奨学一郎家具販売 奨学家具店

1 2 9 9 9 96

東京都新宿区市谷本村町

1丁目99-9　機構ハイツ505

同　上

7 7 7 4 0 8 4

1 2 0 0 0 0 0

1 7 5 2 2 8 0

1 6 5 1 2 0 0
1 5 0 7 0 2 8

4 5 2 2 5 4 6

2 0 2 8 0 0 0

1 4 8 4 3 1 8

△ 1 2 0 0 0 0

奨
学

北税務署
16.3.1
総務課

控

事業専従者に関する事項

特例適用条文等

氏 名

続柄 専従者給与（控除）額従事月数・程度
仕 事 の 内 容

明・大
昭・平

明・大
昭・平

生年月日

氏 名

生年月日

明・大
昭・平

氏 名

生年月日

㋕ ㋖

◆「スカラネット入力下書き用紙」（抜粋）8ページ　I －あなたの家族情報

㋕ ㋖
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20 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）
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Ⅳ．収入に関する「スカラネット入力下書き用紙」の記入要領

特別控除に関する証明書類

9

（1）あなたの家族は、母子または父子家庭ですか。

（2）家族の中に障害のある人がいますか。

（3）主に家計を支えている人（父及び母またはこれに代わって家計を支える人）が単身赴任等で別居している場合、別居による
住居・光熱・水道・家具・家事用品の年間の実費はいくらですか。

（4）あなたの家族に6か月以上にわたり療養中の人または療養を必要とする人がいる場合、療養のために必要な1年間の支出金額
を推算するといくらになりますか。

（5）この1年間に火災・風水害または盗難などの被害を受けたことがあり、長期（2年以上）にわたって支出の増加または収入の
減少がある場合、その1年分の金額はいくらですか。

～

3

21平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）



Ⅴ．スカラネットによる申込み

奨
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・
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類

関
係
資
料

学校から指定された申込期限までに

スカラネット入力に関する注意事項

奨学金を申込む際、下記の 10項目を必ず確認する必要があります。
重要事項

貸与制（借りるもの）
返還義務

奨学金の貸与月額は、月々必要となる金額

「人的保証」か「機関保証」 海外留学奨学金は、
「人的保証」と「機関保証」の両方

「利率固定方式」か「利率見直し方式」

「奨学金継続願」を提出

奨学金の返還は、口座振替（リレー口座）

返還は、貸与終了後７ヶ月目から
住所が変わった 必ず日本学生支援機構に届け出る

「減額返還制度」
「返還期限猶予制度」

確　認　事　項

22 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）
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スカラネット用ホームページヘアクセス（接続）
（1）ホームページアドレス（URL）の入力

Ⓐの確認事項および ボタン

Ⓐ
Ⓑ

奨
学
金
制
度

募
集
要
項

申
込
・
提
出
書
類

関
係
資
料

～
～ ～

Ⓐ Ⓑ

Ⅴ．スカラネットによる申込み

（2）識別番号の入力

（3）確認書の提出状況の入力

23平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）
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（6）「奨学金申込情報一覧」（申込内容の確認・訂正）

（4）奨学金学種（学校）の選択

（5）申し込む奨学金の選択

Ⅴ．スカラネットによる申込み

24 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）



Ⅱ．予約奨学金の募集要項Ⅴ．スカラネットによる申込み

（7）あなたの受付番号 （8）申込画面の終了

奨
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金
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集
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申
込
・
提
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書
類

関
係
資
料

？　こんな時どうするの

25平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）



関係資料
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・
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類

関
係
資
料

資料1 スカラネット入力に係る注意事項
　　　スカラネットの動作確認済み環境

　　　文字入力
「﨑」、「髙」、「𠮷」、「濵」、「桒」、「栁」

　　　奨学金申込情報

第1希望：第一種

第1希望：第一種　　　　　　　　 第 2希望：第二種

第1希望：第二種

第1希望：第一種と第二種（併用）

第1希望：第一種と第二種（併用）　第2希望：第一種

第1希望：第一種と第二種（併用）　第2希望：第一種　第3希望：第二種

第1希望：第一種と第二種（併用）　第2希望：第二種

26 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）
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資料2 　入学時特別増額貸与奨学金について

3

入学時特別増額貸与奨学金を利用できません。

資料3 　第二種奨学金（入学時特別増額貸与奨学金を含む）の利率の算定方法

利率算定方法選択制について
（1）か（2）のいずれか一方を選択します。
（1）利率固定方式

　将来、市場金利が変動した場合も、利率は変わりません。
（2）利率見直し方式

将来、市場金利が変動した場合は、それに伴い利率も変わります。

利率の算定方法の変更手続き

27平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）
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増額貸与利率の算定方法

実際の利率について

資料4 　奨学金の返還（月賦返還の例）
機構の奨学金は貸与であり、返還の義務があります。

返還する義務があることを十分自覚したうえで、申込みをしてくだ
さい。

第一種奨学金（貸与始期4月） 　　　

第二種奨学金（貸与始期4月）

28 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）
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元利均等返還について
（1）利率固定方式における返還の概略図 （2）利率見直し方式における返還の概略図

奨学金貸与額別の返還額等の試算について

29平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）
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元金分

利息分

20年15年10年5年

金
賦
割

元金分

20年15年10年5年

利率の上昇 利率の上昇利率の下降

利息分
金
賦
割
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資料5 機関保証制度の仕組み

保証の申込みから奨学金の貸与・返還まで

奨学金の返還を延滞した場合

学 校

日本国際教育支援協会
（保証機関）

日本学生支援機構

奨学生
本人

（返還者）

奨学生
本人

（返還者）

日本国際教育支援協会
（保証機関）

日本学生支援機構
個人信用
情報機関

⑦

機関保証制度の約款については、32ページ（第4部 関係資料 資料7 ）を参照してください。

30 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）
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資料6 　機関保証制度の保証料（目安）

第一種奨学金

第二種奨学金

第二種奨学金と入学時特別増額貸与奨学金（30万円を選択した場合）

短期大学
専修学校専門課程

短期大学
専修学校専門課程

（3年制）

大　　学

短期大学
専修学校
専門課程

短期大学
専修学校
専門課程
（3年制）

大　　学

入学時特別増額貸与奨学金

短期大学
専修学校専門課程

短期大学
専修学校専門課程（3年制）

大　　学

31平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）
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Ⅱ．予約奨学金の募集要項
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32 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

資料7 機関保証制度の「保証委託約款」



Ⅱ．予約奨学金の募集要項
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33平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

【個人信用情報同意条項】　

資料8 　個人信用情報の取扱いに関する同意条項
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「所得連動返還型無利子奨学金」制度に関するＱ＆Ａ

Q1. 「所得連動返還型無利子奨学金」制度とはどのようなものですか？第一種奨学金とは別の奨学金ですか？
A1. 

Q2. 「所得連動返還型無利子奨学金」制度を希望するにはどうすればよいですか？
A2. 

Q3. 「所得連動返還型無利子奨学金」制度が適用される第一種奨学生と、適用されない第一種奨学生とで手
続き上の違いはありますか？

A3. 

Q4. 併用貸与は受けられますか？
A4. 

Q5. 「所得連動返還型無利子奨学金」制度が適用された場合は、貸与終了後、自動的に返還期限の猶予を受
けられますか？

A5. 

Q6. 「所得連動返還型無利子奨学金」制度は、貸与終了後に一定額の収入が得られない間の返還期限を猶予
するとのことですが、一度でも一定額を超えた場合は、その後、本制度の対象にはならないのですか？

A6. 

34 平成 28 年度在学者用 奨学金案内（大学等）

資料9 　「所得連動返還型無利子奨学金」制度について
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資料10　スカラネット・パーソナルについて

◎　スカラネットＰＳにアクセスするには

http://www.jasso.go.jp/

https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/



ホームページ
と

モバイルサイトについて

★日本学生支援機構と奨学生の皆さんとの連絡は学校を通じて行われます。機構のホーム
ページにおいても、随時情報を提供しています。
★モバイルサイトからも手軽に奨学金情報をご覧になれます。毎月の奨学金振込日や、返
還振替日などの情報を掲載したメールマガジンも配信していますので、ぜひ登録して
ください。

日本学生支援機構（JASSO）ホームページアドレス

http://www.jasso.go.jp/
日本学生支援機構（JASSO）モバイルサイトアドレス

http://daigakujc.jp/jasso/

スカラネットによる奨学金申込みは専用のアドレス
（http://www.sas.jasso.go.jp/）へ接続してください。


